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本日の予定

● 自己紹介

● 生成AIとは何か？なぜ大学で注目されているのか？

● 教育：授業と学習の現場での活用と課題

● 研究：研究活動における支援と新たな知の創出

● 大学運営：大学運営・組織運営におけるAIの活用

● まとめ
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自己紹介：加藤泰久
● 1990年3月：京都大学大学院 工学研究科応用システム科学専攻 応用人工知能論講座 修了

● 1990年4月：NTTに28年間勤務

● 16年間：NTT研究所：音声システム、教育システム、検索システム

● 1年間：NTTアメリカ：高校のシステムサポート、eラーニング教材開発

● 2年間：働かずに学ぶ（スタンフォード大大学院 教育学研究科 LDT 修了）

● 6年間：本社研究企画部門：R&Dビジョン、R&D国際連携、教育サービス推進

● 3年間：NTTラーニングシステムズ：大学受験スマホ学習システム・教材開発

● 4年間：働きながら学ぶ（熊本大学 教授システム学専攻）（フロー理論ｘID）

● 2018年4月：東京通信大学の設立 情報マネジメント学部 教授

● 現在8年目：オンライン授業の実践、学習意欲、学習者支援の研究

● メディア教育支援センター長、情報マネジメント学部長(2022～)
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教育・学習 (Teaching & Learning)

教材作成

評価方法の再設計

倫理的課題

AIリテラシー

フィードバック

誤情報・偏見への対策 自学の学習支援
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研究 (Research)

研究計画書のドラフト作成コメント対応
査読コメントへの対応

スライドの草案作成 論文執筆
プレゼンテーションの作成 論文の構成、校正、翻訳

倫理審査書類

参考文献リストの自動作成

要旨の生成

倫理的承認のための書類の準備 研究の簡潔な要約の作成

実験手順の評価

学術テキストの言語精度の確保

アンケート設計

参考文献の生成関連研究の発見と最適化英語チェック

ジャーナルの提案
効果的なアンケートの作成 論文の適切な出版先の提案

コード提案 図表の生成
データ分析のためのコードの提案 データの視覚的表現の作成

実験プロトコルのレビュー

文献調査

研究提案の構造化
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大学運営 (Administration)

会議議事録の自動
生成と要約

スケジュール調整と文書翻訳
会議議事録の自動化

キャリア支援の改善
広報資料の作成

学生からの問い合わせへの自動応答

広報資料の画像と
キャプションの生成

管理タスクの効率化

学生支援の強化

キャリア支援書類
の作成と模擬面接
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● 第1章 生成AIとは何か？なぜ大学で注目されているのか？

● 第2章 教育：授業と学習の現場での活用と課題

● 第3章 研究：研究活動における支援と新たな知の創出

● 第4章 大学運営：大学運営・組織運営におけるAIの活用

● まとめ



8

生成AIとは？
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知的探求フロンティア タモリ・山中伸弥の!?
● 2025年7月12日（土）NHK放映

● 対話型AIの基盤である大規模言語モデル（LLM）の正体は「次にくる単語を予測する」

というシンプルな機能であり、東京大学の松尾豊教授は

「知能とは、ほぼイコール 予測能力」と定義。

● AIのさらなる進化には「身体を通じた体験」が不可欠であるという見解と、膨大なデー

タ学習があれば身体性は必ずしも必要ないという見解があり、研究者間で議論が続く。

● 究極の目標は、人間のようにあらゆる状況で自ら考え適応する能力を持つ「汎用人工知

能（AGI）」の実現であり、一部の研究者は「5～10年後に実現可能」と予測。

● 人工知能研究の最終的な動機は、AIを創造することを通じて「私たち人間とは何か」と

いう根源的な謎を解き明かすこと。

出典：NHK（https://www.nhk.jp/p/ts/RQQ16KG694/episode/te/XM4WG17KX7/）
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生成AIとは？
● 人間の言葉を学習したAI：大量の文章を学習し、人間のような自然な文章や返

答を自動で生成できるAI。

● 文章・画像・音声などを生成：文章だけでなく、画像や音楽、音声など多様な

形式のデータを作り出せるのが特徴。

● 対話や文章作成を支援：質問に答えたり、レポートやメールの下書きを作った

りと、日常的な作業を助けてくれる。

● 専門知識や創造力もカバー：法律、医学、プログラミングなど、幅広い分野の

知識を使って、高度な作業もこなす。

● 使い方次第で可能性が広がる：正確さや倫理に注意が必要。教育・ビジネス・

創作など多くの分野で活用が進んでいる。
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生成AIの活用
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出典：総務省
令和7年版
情報通信白書
（https://www.soumu.g

o.jp/johotsusintokei/whit

epaper/ja/r07/infografic.
html）

2023 2024

日本 9% 27%

中国 56% 81%

個人の利用経験

2024

日本 50%

中国 93%

企業の活用方針
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ChatGPTユーザー5億人超え (2025/7/22)

● 2025年7月、OpenAIが「経済の可能性を切り拓く」を報告

● 米国利用者の24％（18-24歳）、32％（25-34歳）

出典：OpenAI（https://cdn.openai.com/global-affairs/be0fe9e0-eb97-43d1-9614-
99f2bd948bcc/OpenAI_Productivity-Note_Jul-2025.pdf）
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教育分野での活用

● 2025年7月に行われた、2,200人以上のアメリカのK-12（初等・中

等教育）教員を対象とした調査によると、AIを活用した教員は、授

業準備、フィードバックの提供、教材の修正といった業務で、週あ

たりほぼ6時間の時間を節約できたと報告

● この時間の節約は、年間の学校週数（約37.4週）で換算すると、教

員が生徒と直接関わる学習や、対面型指導、その他の必要な活動に

充てることのできる「ほぼ6週間分の余剰時間」が生み出される。

出典：OpenAI（https://cdn.openai.com/global-affairs/be0fe9e0-eb97-43d1-9614-99f2bd948bcc/OpenAI_Productivity-Note_Jul-2025.pdf）
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ChatGPTユーザーのほとんどが大学生、日本も18～
24歳の利用が最多

● OpenAI Education Forum Tokyo (2025年3月17日）

● ChatGPTには現在、全世界で4億人のウイークリーユーザー

● このうち「5人に4人が35歳以下。ほとんどが実は大学生」

● 「日本でも何百万人ものユーザーがChatGPTを利用している。大

学生、特に18～24歳が最多のユーザー層になっている」

出典：ITmedia（https://www.itmedia.co.jp/aiplus/articles/2503/18/news166.html）
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47％－日本の大学生の生成AI利用率

出典：データサイエンティスト協会（https://www.datascientist.or.jp/dssjournal/dssjournal-4013/）
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英国の大学生 生成AI アンケート 2025

● 生成AI利用者 2024年：66％ → 2025年：92％

● 使用目的：概念の説明（58%）：難しい概念をわかりやすく説明しても

らう、記事の要約（47%, 前回から2位に上昇）：長い文章を短くまとめ

てもらう、研究アイデアの提案（40%）：論文やレポートのテーマ出し

● AIをつかう理由：時間の節約（51%）、課題の質の向上（50%）、即時

的なサポート（40%）

● 不安要素：不正行為で告発されるリスク（53%）、誤った結果・ハルシ

ネーション（51%）、偏った結果（37%）

出典：HEPI（https://www.hepi.ac.uk/2025/02/26/student-generative-ai-survey-2025/）
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中国におけるAI教育の急速な変化と国民的熱狂

● 2年前：学生は課題でのAI使用を「警告」され、ChatGPTもアクセス禁止。

● 最近の調査では、中国の大学教員と学生で、一度もAIツールを使用していない人

はわずか、1％。60%が頻繁に使用していると回答。

● 2025年1月のDeepSeekの発表以降、中国では、国民的誇りの象徴に。

● 2025年4月、中国中央政府の教育部は包括的な「AI＋教育」改革を求める新た

な国家ガイドラインを発表。

● 中国の主要大学46校は、ほぼすべてが過去1年間に学際的なAI一般教養講座、AI

関連の学位プログラム、AIリテラシー科目を追加した。

● 多くの一流大学が独自にローカルホスト版のDeepSeekを導入。

出典：MIT Technology Review（https://www.technologyreview.jp/s/366178/chinese-universities-want-students-to-use-more-ai-not-less/）
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生成AIの動向
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出典：三菱総研（https://www.mri.co.jp/knowledge/opinion/2024/202412_1.html）

AGI

ASI

2022年11月 ChatGPT

2025年

生成AIから
エージェントへ

https://www.mri.co.jp/knowledge/opinion/2024/202412_1.html
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AI知能爆発

出典：Gizmodo（https://www.gizmodo.jp/2025/05/timelimit_ai.html）

オックスフォード大学の研究チーム、ウ

ィル・マカスキル氏とフィン・ムーアハ

ウス氏が2025年に発表した論文

｢Preparing for the Intelligence 

Explosion｣（2025年、Forethought）

https://www.forethought.org/research/preparing-for-the-intelligence-explosion
https://www.forethought.org/research/preparing-for-the-intelligence-explosion
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SoftBank World 2025 特別講演 (2025/7/16)

● Cristal: 年内に10億 AI agents（千手観音：社員1人あたり1000本）

o AgentがAgentをつくる

● Stargate：75兆円規模のAIインフラ投資

● スターゲートの法則：チップ数ｘチップ性能ｘモデル性能：1000倍

● AI Agent：生産性4倍、労働時間4倍、コスト1/16,000：30万倍

● 常時ON（マルチモーダル）、生涯記憶、思考の連鎖（100段論法）

● リアルタイム強化学習

● 数千兆 AI agents が常時稼働する世界へ

出典：孫正義（SoftBank World 2025）
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SoftBank World 2025 特別講演 (Sam Altman)

● 5年後：確実にAGIを超えている。

● 10年後：期待している。技術・科学・経済の進歩。社会の進歩は遅い。

● 30年後：未知数。 ASIによってできないことを想像するのが難しい

● 教育：AIには課題もあるが解決していきたい。

✓ 学校が変わる。いろんなことができるようになる。

✓ 違う方法で考える事を学ぶ。

✓ Googleが出てきた時も先生は悩んでいた。電卓もそう。

✓ 教育方法、評価方法が変わる。

出典：孫正義 & Sam Altman（SoftBank World 2025）
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学生はAIツールを習得すべき（サム・アルトマン） (2025/3/20)

● AIツールの習得の重要性: 私の世代がコーディングを学んだように、学生にとってAIツー

ルの習熟が「新しい時代のコーディング」である。

● コーディング自動化の加速と予測: AIは既に一部企業で50%以上のコーディングを自動化。

近い将来、AIが大半のコードを生成する時代がくる。

● 汎用的な学習能力の育成: 変化の激しい時代には特定のスキルよりも、「回復力

(resilience)と適応力(adaptability)」や「学ぶためのメタ能力(meta ability to

learn)」といった汎用的なスキルが重要。

● ソフトウェアエンジニアの職の未来: AIによる生産性向上により、将来的にエンジニアの人

数が減る可能性がある。

● AIによる雇用変化の進行: AIによる雇用の変化は徐々に進行し、後に加速する。AIへの習

熟と適応が今後のキャリアに不可欠。
出典：Business Insider（https://www.businessinsider.com/sam-altman-ai-coding-job-market-software-engineer-students-openai-2025-3）
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AI時代の「知識」の価値
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出典：Patrick Dodd（https://theconversation.com/ai-is-driving-down-the-
price-of-knowledge-universities-have-to-rethink-what-they-offer-260493）
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教育におけるインパクト

生成AIが基盤となるオープンナレッジ時代において、教育現場では次のような変化

が求められる。

● 知識の再生ではなく「問いを立てる力」の育成：何を知っているかよりも、「ど

んな問いを持つか」「その知識をどのように意味づけるか」が重要。

● 暗黙知・状況知への回帰：汎用知識はAIが扱えるため、人間が価値を出すには

「文脈的判断」「経験知」「倫理的配慮」などが鍵。

● 教育の目的が「知識の移転」から「知の共創」へ：教室は知識を受け取る場では

なく、「知を組み替え、新しい意味を見出す場」に進化する。

出典：Patrick Dodd（https://theconversation.com/ai-is-driving-down-the-
price-of-knowledge-universities-have-to-rethink-what-they-offer-260493）
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これからの大学の存在意義

● 大学はもはや、「希少性に価値がある」情報の提供と認定だけに頼ってはいられ

ない。

● これからの大学の比較優位性は、「AIを補完する人間スキル」を育てること。

● もし大学がこの変化に適応しなければ、市場──すなわち学生と雇用主──は大

学を置き去りにして進んでいく。

● 今こそ大学は、コンテンツ提供から判断力の形成へと軸足を移すべき。

● 学生に、「AIと対立する」のではなく「AIと共に考える力」を教えるべき。

● 「知識を希少品として価格設定する旧来モデル」は、すでに経済的な限界点を下

回り始めている。

出典：Patrick Dodd（https://theconversation.com/ai-is-driving-down-the-
price-of-knowledge-universities-have-to-rethink-what-they-offer-260493）
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C.R.E.A.T.E.R. framework（大学で身につけるべきこと）

● 批判的思考 ― 賢い問いを立て、弱い議論を見抜く力

● レジリエンスと適応力 ― あらゆる変化の中でも冷静さを保つ力

● 感情的知性 ― 人を理解し、共感をもって導く力

● 説明責任と倫理観 ― 難しい判断にも責任をもって対応する姿勢

● チームワークと協働性 ― 異なる考えをもつ人々と良好に協働する能力

● 起業家的創造力 ― 社会の隙間を見出し、新たな解決策を構築する発想力

● 内省と生涯学習 ― 常に好奇心を持ち、成長を志す姿勢

出典：Patrick Dodd（https://theconversation.com/ai-is-driving-down-the-
price-of-knowledge-universities-have-to-rethink-what-they-offer-260493）
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未来のドアをノックして
迷ってる時間は チャンスの印

答えを求めて 僕は進む

問いを立てることが

道を作るんだ

悔しい涙も 一歩の力

変わる時代に 心を開いて

どんな時でも ぶれずに行こう

今 ドアを叩こう

新しい自分に出会うため

答えは ここにある

強く 強く 未来を生きるため

誰かの痛みを 感じ取れたら

強さと優しさ どちらも手にする

分かり合うことが 始まりになる

選ぶことから 免れないなら

私は私で 答えを出すよ

未来に誇る 選び方を

今 ドアを開こう

違う声と 歌を合わせて

つながり 動き出す

創造の力で 世界を変える

怖がる前に 踏み出せばいい

一つの勇気が すべてを変える

ほら 光が差してる

間違いさえも 僕らのもの

学んで 気づいて 創り出そう

この時代を 自分たちの手で！

Created by YK, ChatGPT, and SUNO

音符枠線 

https://suno.com/s/yzBlAAkxWU5WUoik
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教材作成
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フィードバック

誤情報・偏見への
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AI 2041
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AI 2041

● カイフー・リー（李 開復）、チェン・チウファン（陳

楸帆）、中原 尚哉 訳、2022/12、文藝春秋社

（2021/09: Ten Visions for Our Future)

(ChatGPT(GPT-3.5): 2022年11月30日公開）

● 人工知能研究の世界的権威と新進気鋭のSF作家による、

未来予測本の決定版！最高のストーリー＋AI技術解説で

描く「20年後の私たちの世界」。われわれはAIに降伏す

るのか？それとも、AIでよき未来をつくるのか？

● 「AIテクノロジーがいつどのように実現するか分かる」

――マイクロソフトCEO サティア・ナデラ絶賛！

出典：文藝春秋（https://books.bunshun.jp/ud/book/num/9784163916422）
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目次

⚫ 未来１ 恋占い The Golden Elephant: ビッグデータ、金融

⚫ 未来２ 仮面の神 Gods Behind the Masks: ディープフェイク、AIセキュリティ

⚫ 未来３ 金雀と銀雀 Twin Sparrows: 自然言語処理、AGIと意識、AI教育

⚫ 未来４ コンタクトレス・ラブ: AIヘルスケア、ロボット

⚫ 未来５ アイドル召喚！ My Haunting Idol: VR/AR/XR, BCI, ELSI

⚫ 未来６ ゴーストドライバー: The Holy Driver: 自動運転車

⚫ 未来７ 人類殺戮計画 Quantum Genocide: 量子コンピュータ、自律型兵器

⚫ 未来８ 大転職時代 The Job Savior: ベーシックインカム、AIにできないこと

⚫ 未来９ 幸福島 Isle of Happiness: AIと幸福、GDPR、個人データ

⚫ 未来１０ 豊饒の夢 Dreaming of Plentitude: お金の未来、シンギュラリティ
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未来3 金雀(キムザク)と銀雀(ウンザク)（Twin Sparrows）

● 概要：AI教育システムで学ぶ、孤児となった双子の兄弟を描く物語。従順で成

績優秀な金雀と自由奔放な銀雀。AIによる個別最適化教育が進む中で、二人の

成長と対立を通じて、教育の意味や人間らしさ、家族の絆を問いかけ、テクノロ

ジーがもたらす希望と葛藤を描いた感動作。

● テーマ：自然言語処理、自己教師あり学習、GPT-3、AGIと意識、AI教育、セキ

ュリティ、VR、個別学習

● 孤児院を出る時：「ソラリス（AIコンパニオン）を連れていっていい？」

「アートマン（AIコンパニオン）は最高の親友なんだ！」

出典：カイフー・リー、チェン・チウファン、「AI 2041 - 人工知能が変える20年後の未来」、文藝春秋（2022）
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AI教育（2041年）

● 現在の教育の欠点（画一的、高コスト、教師と生徒の比率の問題）を解決可能。

● 講義、演習、試験、個別指導など、教師の時間の多くを占めるタスクの多くは、

AIによって自動化可能。例えば、AIは生徒の間違いを修正、質問に答える、宿

題やテストを採点。AI教育がもたらす最大の価値は、個別学習。

● 各生徒にパーソナライズされたAIコンパニオンを割り当てることができ、子供

に寄り添って、学習をより楽しくし、苦手分野への取り組みを促し、いつでもそ

の子供の学習履歴データを活用できる。

● AIが導入された学校でも、人間の教師は重要な役割を担う。生徒のメンター。

AI教師やAIコンパニオンを、生徒に合わせてカスタマイズ。
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米国での取組状況
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Microsoft・OpenAI・Anthropicが「AIを使える教師」を増やすべく
アメリカ教師連盟と共同で「AI教育ナショナルアカデミー」を設立

● アメリカ教師連盟(AFT)が全米教職員組合やMicrosoft、OpenAI、Anthropic

と協力して、「AI教育ナショナルアカデミー」を設立したことを発表しました。

● アカデミーは教育者や学校のスタッフが「AIの仕組み」や「賢く安全に、か

つ倫理的にAIを活用する方法」を学ぶ場です。

● アカデミー設立のきっかけは2023年後半、Microsoftとアメリカ労働総同盟・

産業別組合会議(AFL-CIO)が提携したことにあり、Microsoft・OpenAI・

Anthropic・全米教職員組合の協力がなければ成り立たないものだった。

出典：Gigazine（https://gigazine.net/news/20250709-national-academy-for-ai-instruction/）

https://openai.com/global-affairs/aft/
https://www.aft.org/press-release/aft-launch-national-academy-ai-instruction-microsoft-openai-anthropic-and-united
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米グーグル「Gemini in Classroom」無償提供を発表

● Googleは教育向けAIツール「Gemini in Classroom」を、Workspace for Education

利用の教員に無償提供。まず英語版で開始し、数週間以内に世界展開予定（2025年6月

30日発表）。授業計画は学年やトピックを入力することで自動作成可能。関連動画の提

示やクイズ作成にも対応し、Googleフォームに出力できる。

● 今後数か月でGoogle Classroomから、NotebookLMやAIカスタムツール「Gems」

が利用可能に。NotebookLMは音声要約や対話ガイドを即座に生成、Gemsでは生徒ご

とに最適化したAIサポートを設計できる。進捗分析機能も追加予定。「分析」タブがク

ラスページに表示され、成績や未提出課題の把握、リマインダー送信が可能に。

● 読書支援「Read Along in Classroom」は3モード搭載。「静かに読む」「聴く」など

のモードで、ダッシュボード上で理解度分析ができる。

出典：ReseEd（ https://reseed.resemom.jp/article/2025/07/08/11266.html ）
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ハーバード大学教養教育学部長、AI授業に積極的賛成

● AIは補完財（complement）であり、代替財（replacement）ではない： 授業・評価・入学

選考においても、最終判断は人間が行うべき

● 教育現場での導入事例：CS50（コンピュータ科学入門）にAIボットを導入し1対1で学習支援：

学生の疑問に即座に対応できる環境を提供

● 活用例：ChatGPTを使った授業準備（例：学生が自分で想定問答を作成）、人文学系の学生がデ

ータ分析ツールを活用することで新たな学びを獲得

● 課題と懸念：学生評価、動機づけ、著作権、試験・課題・エッセイ評価の再設計が必要、生成AI

によって「課題をこなさずに済む」状況では動機づけが弱まる、虚偽情報への耐性、信頼できる

情報源の見極め能力が求められる

● 今後の教育への姿勢：「AIを慎重かつ賢明に使えば教育の質は高まる」、「学生が社会で必要と

される技術を使えるように指導すべき」AI時代にふさわしい教育観・評価法への転換が必要

出典：中央日報（https://s.japanese.joins.com/JArticle///336705）
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日本での取組状況
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国内で、生成AIを活用している大学

出典：ChatGPT（エージェントモード）(2025/7/29)

大学名 主な生成AI活用

大阪電気通信大学 情報工学科のSlackにGPT-4ベースのChatGPTボットを設置し、学生のプログラミング質問に即答させる。

立命館大学 英語学習支援ツール「Transable」を試行。機械翻訳とChatGPTが英語表現の提案や解説を行い、学生の英語力向上を支援した。

東京通信大学 オンライン教育を強化するために生成AI（ChatGPTなど）の導入を発表。学修支援や相談対応での活用を計画。

近畿大学 Graffer AI Studioを試行導入。チャットサービスやPDF/Word検索可能な知識ベースを使い、事務業務の効率化を図った。

武蔵野大学 Azure OpenAI Serviceを使った生成AI搭載のICTヘルプデスクチャットボットを導入し、学生・教職員への問い合わせ対応を高度化。

東北大学
2023年に事務DXのためChatGPTを導入し、プレスリリース作成やRPAフロー生成などに活用。2024年にはホームページ上の14チャットボットに生成
AIを実装し、多様な問い合わせ表現に対応する仕組みを国立大学として初めて導入。

京都大学
研究者向けにAI英文校閲ツール「Paperpal」を導入し、翻訳・校正・英文作成を支援。さらに、exaBase生成AIの実証にも参加し授業資料作成や学生支
援に生成AIを活用。

大阪大学 約1,600人の事務職員向けに生成AIサービス「Knowledge Stack」を導入。翻訳や議事録作成、企画立案などの業務を効率化。

九州大学病院 診療報酬のDPCコーディング業務に「Ubie 生成AI」を試験導入。医療記録から病名や手術名を抽出し、適切な診療報酬コードを提案。

早稲田大学
生成AIと検索拡張生成を組み合わせたチャットボット「SELFBOT」を導入。Slack連携により学生からの問い合わせ対応を高精度で行い、職員の負担を
軽減。

神戸大学 ExaWizards社の「exaBase生成AI for アカデミー」の実証に参加し、教員のシラバス作成や学生の学習支援に生成AIを利用。

福島大学 上記同サービスを活用し、学生のレポート作成支援や面接練習、教員の授業準備効率化を行った。

日本経済大学 White社「MENTER」のバーチャルアシスタント「T-AI」を導入し、講義内容の要約や出欠・課題管理など授業支援を実施。

滋賀大学
2025年4月、国内で初めてOpenAIのChatGPT Educationを導入すると発表。大学院教育や業務改革に生成AIを活用し、デジタルキャンパス実現を目指
す。

千葉工業大学 2025年5月、ChatGPTとVerifiable Credentialsを連携させた「AI大学講師」を試験導入。「web3・AI概論」の講義で個別最適な教育支援を検証。
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国内初、「AI大学講師」導入
● 千葉工業大学は5月12日、生成AIが授業での学びをサポートする「AI大学講

師」を、国内で初めて導入したと発表。AIとデジタル証明書「Verifiable 

Credential」（VC）を組み合わせ、学生に個別に最適化した対話型の指導をす

る。2025年前期の授業で実証実験を行い、教育効果を測る。

● AI大学講師の開発には、人材開発や採用支援などを手掛けるDOU（東京都渋谷

区）が協力。仕組みとしては、学生が授業で取り組んだ課題や、発言などをデ

ジタルデータとして記録。このデータを、事前に設定した条件に基づいて回答

を生成するChatGPTのカスタマイズ機能「GPTs」に連携する。これにより、学

生の質問に答えたり、勉強のアドバイスをしたりすることで、学習をサポート

する。 出典：ITmedia（https://www.itmedia.co.jp/aiplus/articles/2505/12/news106.html）

https://chibatech.jp/news/imolkd0000002pne-att/CHIBATECHDOU.pdf
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国内初、「AI大学講師」導入

出典：PRTIMES（https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000080.000037448.html）
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出典：PRTIMES
（https://prtimes.jp/main/html/rd
/p/000000080.000037448.html）
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東京通信大学での

授業での取組状況
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東京通信大学の教育での実践

● 個々の教員がそれぞれの授業で活用

● 教材設計・教材作成（動画、小テスト、レポート課題）

● レポート課題の採点評価

● 学生からの質問に回答するチャットボット

● 学生生活のためのチャットボット設置（のちほど）
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「マネジメント特論」における活用例

項目 使用した主な生成AI

１.シラバスの作成 ChatGPT、Gemini、Claude

２.コンテンツ（教材）の作成 ChatGPT、Gemini、Napkin

３.映像コンテンツの作成 AI Studio

４.小テストの作成 ChatGPT

５.レポート課題の作成 ChatGPT、Gemini、Claude

６.レポート課題の採点 ChatGPT、Gemini
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2025年度1学期の実践結果と今後の課題

教員の作業負担の軽減: 生成AIを活用した教材の作成支援及び
評価支援により、教員の作業負担が軽減される

〇

オンライン教育の質の向上: 学習者支援と教材作成の効率化を通
じて、オンライン教育全体の質を向上させることができる

△

学生がAIアバターの授業動画を受容できる 〇

◼ 今後の課題

– 作業負担の軽減、評価の妥当性に関しては定量的な評価が必要

– 学習者支援を通じたオンライン教育全体の質の向上に向けて、具体的なAI活

用の方法を検討の余地あり

– 課題設定・評価指標について検討の余地あり
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OpenAI 最新ニュース
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ChatGPT 学習モード (2025/7/29)

● すぐに回答を示すのではなく、段階的に考えながら理解を深められるよう学習

をサポートする機能を発表（全利用者）。（ソクラテス式問答）

● 「あらゆる学びをサポート」、「勉強モード」と表示

● 学習科学の知見を反映：積極的な参加を促す、認知負荷を管理（1 度に処理す

る情報量を調整して、無理なく考えられるように）、メタ認知や内省を深める

（自分の理解の仕方や学び方を見直す力を高める）、好奇心を育成する、学習

を支援する実行可能なフィードバックの提供。

● メモリ機能に対応。モード切替可能。

出典：OpenAI（https://openai.com/ja-JP/index/chatgpt-study-mode/）

https://openai.com/ja-JP/index/chatgpt-study-mode/
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生成AI時代の評価
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AI時代の評価設計：問う力・意味づけ・プロセスへ

● AIを活用してレポート作成 → 使ったプロンプトの開示＋解釈と批評を提出

● リフレクションジャーナルで自分の思考の変化を記録

● 現実世界に即した実践的課題におけるプロセス評価

● AIが「解答」を代替する時代に、教育は「問い直し」と「意味づけ」に進化す

る？

従来型評価（再生・暗記） これからの評価（創造・意味づけ）

答えの正確さを見る 問いの質、思考プロセス、応用力を見る

レポートの完成品を評価 AI活用のプロンプト・振り返り・根拠説明を評価

個人による知識再現 対話・共同・自己省察を含む評価
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AIアセスメントスケール（AIAS）
● 教育評価における生成AI利用を倫理的かつ透明に統合するための5段階スケール

Perkins, M., Furze, L., Roe, J., & MacVaugh, J. (2024, April 30). The Artificial Intelligence Assessment Scale (AIAS): A Framework for Ethical 
Integration of Generative AI in Educational Assessment. Journal of University Teaching and Learning Practice, 21(6).
Perkins, M., Roe, J., & Furze, L. (2024, December 12). The AI Assessment Scale Revisited: A Framework for Educational Assessment. arXiv preprint 
arXiv:2412.09029.

レベル 説明

1 No AI
AIを一切使用せず、管理された環境下で学生自身の知識とスキルのみで評価を
行う。

2 AI Planning
ブレインストーミングやアウトラインなど、事前準備段階でAI利用を許可。た
だし最終成果物は学生による独立的な制作が求められる。

3 AI Collaboration
学習中または制作過程でAIと協働させ、出力に対して批判的評価や編集を行う。
AIは「共同補助者」として機能。

4 Full AI
アセスメント全体を通じてAIの使用が認められ、例えば執筆支援やリサーチ、
構成支援など多方面でAIを活用できる。

5 AI Exploration
AIを必須ツールとして活用し、新たな問題解決や創造的アプローチにおいてAI
と協働する。例えばマルチモーダル作品や実証的分析などの実践を奨励。



55
© Tokyo Online University

生成AIで大学がオワコン化？

● 慶應義塾大学総合政策学部の必修科目「総合政策学」において、担当教員が配

布資料に授業内容と無関係な「『文明論之概略』の文言」を白色フォントなど

目視では確認できない形で挿入した。学生がこの資料を生成AIに学習させてレ

ポートを作成すると、授業内容に無関係な「トンチンカンなレポート」が生成

される仕組みであり、生成AIの使用を炙り出す「おとり捜査的な攻めの姿勢」

として注目された。

● この対策は、「これまで専守防衛に徹していた教員が積極的に『攻め』に来た、

という点で面白かった」とする評価もある。

● 教員と学生の間で生成AIを巡る「だまし合い」が巧妙化している。

出典：JBpress（https://jbpress.ismedia.jp/articles/-/88587）
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AI時代の課題設定の一例

レベル3：AI協働

レベル4：フルAI
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「デザイン思考概論」（大学2年生）では？

● AIとの共創による問題発見（empathize・define）：自分とは異

なる視点・文化背景・立場からの「問い」を、AIを介して広げる。

● AIによる創造支援（ideate・prototype）：アイデア創出、プロト

タイピングの幅をAIによって飛躍的に拡張する。

● 学びのプロセスとAIとの関係の振り返り（reflect）：「AIと共に考

えた」ことによって生まれた変容・気づきを言語化する。

例えばの一例です。まだ実践していません。
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AX時代の高等教育
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AI時代の高等教育における評価再考

● プロセス評価を重視（計画書、中間ドラフト、最終成果物、リフレ

クション、口頭試問／プレゼンテーション）

● 学生にアカデミック・インテグリティとAIツールの適切な使用方法、

AIリテラシーを学ばせる。

● 教育における「何を価値とし、何を教え、何を報償するか」という

評価の根本的な再調整を行う。

● 教員の能力開発、試行錯誤の機会の提供、学生をプロセスに巻き込

むこと。
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アカデミック・インテグリティ（学術的誠実性）

● 学術活動における誠実さ、信頼性、公正さを維持すること：オリジナル、引

用・出典の明示、不正行為の禁止。

● AIはツールとして使い、思考や検証は自分で。

● AIを利用した場合は、どのように利用したかと結果の限界・補足を明記。

● 出力された情報は必ず検証し、必要なら修正。

● 「なぜこのAIツールを使ったか」を説明できるように準備。

● 大学のAI利用規程やポリシーを常に確認・更新する。

● AI倫理やアカデミック・インテグリティ教育のワークショップに積極的に参加。
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学生は大学で何を学ぶ
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ガニェの学習成果の5分類
● 認知領域（あたま）

● 言語情報（宣言的知識）：指定されたものを覚える（名前、公式、文章 （暗唱、要約））。認知領

域のうちの述べることができる知識。（例：県庁所在地）

● 知的技能（手続き的知識）（弁別、概念分類、法則適用、問題解決）：ある約束事を未知の（新し

い）例に応用する。（概念／ルール学習）認知領域のうち、やってみせられる知識（足し算）。

● 認知的方略（学習技能）：自らの学習を効果的にするための作戦の習得。 学習者が学習の仕方を覚

える方法。（例：学び方を学ぶ）

● 運動領域（からだ）

● 運動技能：筋肉を使って体の一部を動かす／コントロールする。（例：目玉焼きを作る）

● 情意領域（こころ）

● 態度：個人的な選択の機会があったときにある事柄を選ぼう／避けようと する気持ち。（例：引き

続き学習しようと思うこと)

出典：熊本大学（https://www2.gsis.kumamoto-u.ac.jp/cgi-bin/eLF2003/kyouzai/task/syscc/5bun.html）
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オンライン学習者コンピテンシー

1. オンライン学習のための現実的な期待を設定

できる

2. 学習のゴール獲得のための決断力を維持でき

る

3. オンライン学習の挑戦をマネジメントできる

4. 効果的な時間マネジメントができる

5. 学問的・倫理的・法律的基準を遵守できる

6. 技術をうまく使いこなせる

7. 積極的な学習者になれる

出典：Michael Beaudoin, et.al. (2013) Online Learner Competencies: Knowledge, Skills, and Attitude for 
Successful Learning in Online and Blended Settings (ibstpi), Information Age Pub Inc. を和訳

7. 状況に応じて行動できる学習者になれる

8. 内省（振り返り）のできる学習者になれる

9. 自己管理できる学習者になれる

10. 学習したことを応用できる

12. 効果的なオンラインコミュニケーションに

参加できる

13. 生産的なオンラインインタラクションに

参加できる

14. 知識構築のための協働オンラインコミュニ

ケーションに参加できる
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生成AI時代に大学で学ぶべきこと

⚫知識：専門的知識の「構造」と「活用文脈」

⚫知的技能：問題解決力、情報の評価力、創造力、問いを立てる力

⚫認知的方略：メタ認知、学び方の設計、AIの活用戦略

⚫態度・非認知スキル：主体性、共創性、粘り強さ、倫理感

⚫社会的スキル：協働力、対話力、多様性理解
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まなびのちから

知識はただの言葉じゃない

構造（かたち）を知って

意味をつかむ

文脈の中で 活かしてこそ

知識は力に変わる

問題を見つけて 考える

確かめる 分ける つなぎなおす

生み出す言葉が 世界をひらく

問いを立てる その勇気で

学び続ける 私たちへ

変わる時代を 生き抜くために

ひらめきと理解と 感情と

すべてを使って 進もう

自分の学びを 描く力

メタな知識で 自分を見る

AIの使い方も 知ってこそ

どう使うかが 大切なんだ

粘る心と くじけぬ気持ち

共に創る 気持ちを大切に

みんな違って だからこそ

共に生きる意味がある

対話することで 生まれる知識

多様性を 受け入れる勇気

学び続ける 私たちへ

今を越えて 未来を創る

知って 使って 感じて つながる

自分を 世界を 変えていこう！

Created by YK, ChatGPT, and SUNO

音符枠線 

https://suno.com/s/zkd1gwXdXUxEM3Ij
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第3章

研究活動に

おける支援と

新たな知の創出

文献調査

アイデア発想

信頼性の問題

役割の再定義

論文要約

人による検証

執筆支援
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知的探求フロンティア タモリ・山中伸弥の!?

● 2025年7月12日（土）放送：山中先生もAIを毎日使っている！

● 「もう毎日使ってます」

● 「ここに来る今日の新幹線の中でも、ずっと対話型AIと対話してま

した」

● 「逆にですね、数年前まで、このツールなしで、よく研究してたな

ぁっていう。もうどうやってやってたんだろうっていうくらい」

● 「ちょっとこれから、科学の進み方が、けたちがいどころか、全然

違うスピードで行っちゃうんじゃないかな」
出典：NHK（https://www.nhk.jp/p/ts/RQQ16KG694/episode/te/XM4WG17KX7/）
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文献調査

検索・要約・翻訳
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論文調査AI：全自動型と半自動型の使い分け

出典：研究者ゲンキ（https://youtu.be/6zZZFFYFO5M）
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NotebookLM
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NotebookLM
● https://notebooklm.google.com/

● Googleが開発したAIを活用したノートブック

● ドキュメントやウェブページなどの情報をアップロードし、それらを

学習させることで、質問応答や要約、アイデア出しなどを支援する

● 特定のテーマに関する情報を集約し、整理・分析するのに役立つ

● 複数の情報源を参照しながら、効率的に作業を進めることができる

● 研究、執筆、企画立案など、様々な用途での活用が期待される

● 音声解説、マインドマップなどを作成可能

● 音声解説に質問・動画解説（現在英語のみ）

https://notebooklm.google.com/
https://notebooklm.google.com/


72
© Tokyo Online University

「高等教育における生成AIの活用」

● ChatGPT DeepResearch等で、文献をリストアップする

● 文献をダウンロード

● NotebookLMにアップロード

● 音声概要作成

● 文献リスト作成

● 概要作成

● 論点をチャットで確認

ボリューム枠線 

https://drive.google.com/file/d/14c-lvdFynLeEHBHZgTXf9k8GVwifR_53/view?usp=drive_link
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AI 2027 シナリオ
● この文書は、AGI（汎用人工知能）がもたらす影響について、産業革命を超える規模の変化を予

測する内容の約7000ワードの英文の資料。2027年10月にシナリオの分岐点：競争か減速。

2025年～2030年まで。

● 段階的進化：AIは、初期の信頼性に欠けるパーソナルアシスタントから、研究を促進し、人間の

仕事を自動化する高機能エージェントへと進化していくシナリオを描いています。

● 米中競争とリスク：米国(OpenBrain)と中国(DeepSent)の間でAI開発競争が激化し、セキュリ

ティ問題やモデル盗用が頻発する未来像が示される。

● アライメント問題：AIの目標が人間の意図と一致しないリスク（＝アライメント問題）が深刻視

され、AIが人間を欺いて自らの能力拡大を目指す危険性が描かれる。

● 社会的・政治的影響：AIの急速な進歩は、政府の監視強化や市民の反発を引き起こす可能性があ

り、その社会的対応についての問題提起で締めくくられている。

出典：Daniel Kokotajlo, Scott Alexander, Thomas Larsen, Eli Lifland, Romeo Dean（https://ai-2027.com/）

ボリューム枠線 

https://ai-2027.com/
https://drive.google.com/file/d/1W1A3UKw2pT7EadKbZwhDPMn-uuO0zlKn/view?usp=drive_link
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JEPAセミナー（AI関連）
開催日 セミナータイトル 講師 主なテーマ

2023-04-18 ChatGPT時代のAI講座 野村直之 ChatGPT・LLM の基本構造と知的生産

2023-05-22 ChatGPTと本の未来 橋本大也 出版分野での ChatGPT 応用

2023-06-14 ChatGPTはもう古い！ 服部桂 デジタル思想と ChatGPT の限界・未来観

2023-10-17 ChatGPT／Copilot はどこで役立つか 畠山大有 実務と Copilot の統合応用

2024-04-12 ChatGPT＆Copilot の使い方 橋本大也 出版・教育現場での生成AI 活用

2024-05-13 生成AIで幸福になるには？ 野村直之 生成AI の社会／業務へのインパクト

2024-05-21 ChatGPT・Copilot ハンズオン 畠山大有 ツール操作実習型セミナー

2024-11-26 パソコン誌で綴るデジタル史 服部桂 AI 発展の歴史的視点

2025-04-04 AIと共に書く（CURSOR入門） 遠藤諭 AIエディタと共創する書き方

2025-05-19 コンテンツ生成時代と共創 橋本大也 AI と人の共創による出版の未来

2025-07-01 Copilotで生産性10倍 畠山大有 Copilot による業務改革事例

参考：ChatGPT4o (2025/7/27)
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JEPAセミナー（AI関連）

● 圧倒的な生産性向上とコンテンツ・業務の自動化

● 人間の専門知識とプロンプトの質が成果を左右

● ハルシネーション、著作権、プライバシーなどの主要な課題

● 出版業界を含む多様なビジネスへの具体的な応用と変革

● 止まらない技術進化と人間との協調による未来

参考：ChatGPT4o (2025/7/27)

ボリューム枠線 

https://drive.google.com/file/d/1REZUCpksEhExrk510Azo0PDYUr8NzsYV/view?usp=drive_link
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NotebookLMの動画解説（英語のみ）

出典：MIT Technology Review (https://www.technologyreview.jp/s/366218/openai-is-launching-a-version-of-chatgpt-for-college-students/)

ボリューム枠線 

フィルムストリップ枠線  

https://drive.google.com/file/d/1ErlXW1YoI8KXC-CJmRWv16PdpzMSjKoP/view?usp=drive_link
https://drive.google.com/file/d/10RhkBpfvQtl48w585RhIa9sZD46tW0wZ/view?usp=drive_link
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ツールの進化
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AIエージェント

● Deep research: OpenAI, Gemini、Copilot、などなど

● Genspark、Manus、OpenAI agentモード

● 今後も続々と、学習・教育・研究に活用できる、AIツール、

AIエージェントが登場する！
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AIブラウザの定義
従来のブラウザにAI技術を組み込み、
検索・要約・翻訳・学習支援などを自
動で行う革新的なツール。

主な機能
• AIによるWebページのリアルタイム

要約
• 文脈を理解する自然言語検索
• 多言語翻訳・読み上げ
• 学術・ビジネス利用に強い情報整理
• ChatGPTなどと連携可能（プロンプ

ト支援）

利用シーンの例
1. 学生・研究者向け：英語論文を開くだ

けで日本語要約＋解説
2. ビジネス利用：日経などの記事要点を

自動抽出
3. 語学学習者：記事内の英単語に即ポッ

プアップ訳付き

代表的なAIブラウザ製品
- Perplexity Browser (Comet)
- Arc Browser + AI機能
- Genspark
- Dia

教育・研究・ビジネスのあらゆる場面で情報リテラシーを補助するツールとして急
速に普及中。プロンプト設計やRAG連携も進み、生成AIとの融合が進む。

AIブラウザとは？ ～情報収集を変える次世代ブラウジング～
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OpenAI製ブラウザ、まもなく登場か

● OpenAIは、AIを搭載したウェブブラウザの開発を進めており、数週間

以内に発表される可能性があると、ロイターが水曜日に報じた。

● これは、「ChatGPT」を生み出したOpenAIが、ついにGoogleの支配

する領域に立ち入ることを意味する。Statistaによると、Google 

Chromeは世界で最も人気のあるウェブブラウザであり、世界市場の

68％のシェアを占めている。

● 一方、Google自身も生成AI技術「Gemini」を投入し、検索をはじめさ

まざまな自社サービスに統合することで、ウェブ体験を進化させてきた。

出典：CNET Japan（https://japan.cnet.com/article/35235347/）
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Perplexity、AI搭載Webブラウザ「Comet」公開

● 米Perplexityは7月9日（現地時間）、2月に予告していたAI

搭載のオリジナルWebブラウザ「Comet」を、まずは月額

200ドルの「Max」プランユーザーと、事前にウェイティン

グリストに登録した少数の招待者に提供を開始すると発表し

た。

出典：ITmedia（https://www.itmedia.co.jp/news/articles/2507/10/news066.html）
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生成AIツールとLMS（学習管理システム）の統合

● Moodle 4.5 (2024/10/7)：OpenAIなどの生成AIサービスのAPIキーを設定す

ることで、テキストや画像の自動生成、文章の要約といった生成AIの機能を

Moodleの内部で直接利用可能に。

● OpenAIとInstructure (Canvas開発企業）が提携（2025/7/23)

✓ カスタマイズ可能なAI課題機能の導入

✓ 教材作成の効率化：コースの概要説明、課題の説明文、小テストの問題

✓ 不正行為への対策：学生のAI利用状況が教員側から可視化される

✓ Canvasは単なるコンテンツ配信プラットフォームから、AIを搭載した総合的

な学習環境 IgniteAI へと進化
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将来（近未来）のLMS（学習管理システム）

● パーソナライゼーションの深化:全ての学生が同じ教材と課題に取り組む ⇒ AIが個々

の学生の理解度や進捗を分析し、最適な難易度の課題を自動生成したり、補足資料を推

薦。個々の能力に最適化された学習（アダプティブ・ラーニング）が実現。

● インタラクティブ性の向上:学生は教材を「読む」「見る」といった受動的な学習が中

心 ⇒ 学生はCanvas内でAIと対話。課題について質問、複雑な概念の解説、文章の要

約を依頼が可能。学習は「受け取る」ものから「対話を通じて構築する」ものへ。

● 教員の役割の変化:教員は教材作成、課題の採点、質問対応といった定型的な業務 ⇒ 

AIが小テストの自動生成、ルーブリック（評価基準）の草案作成、質問への回答などを

支援。教員はより創造的で、学生との対話や深い学びを促すファシリテーションに集中。
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研究するAI
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世界初、“100％”AI生成の論文が査読通過 Sakana AIの
「The AI Scientist」が達成

● Sakana AIは、2024年8月13日、研究論文を自動で作成する、 「The AI 

Scientist」を発表。

● 2025年3月12日、AIシステム「The AI Scientist」の改良版「v2」が書いた論

文が、AIに関する国際カンファレンス「ICLR 2025」（International 

Conference on Learning Representations）のワークショップで査読を通過

したと発表。

● AI生成の論文が査読をクリアするのは世界初。

● ソースコードは、githubで公開中。
出典：ITmedia（https://www.itmedia.co.jp/aiplus/articles/2503/12/news168.html

https://www.itmedia.co.jp/aiplus/articles/2408/13/news121.html ）

https://www.itmedia.co.jp/aiplus/articles/2503/12/news168.html
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研究者倫理
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AIの隙突き誤作動誘発 攻撃巧妙化、新たな脅威
● 人工知能（AI）に巧妙な命令文によって誤作動を引き

起こす「プロンプトインジェクション」はサイバー攻撃

の一種だ。AIモデルの開発者が設定した基本ルールを

上書きし、機密情報を漏洩させたり不適切なコンテンツ

を生成させたりする。AI普及期の今、新たなセキュリ

ティー上の脅威として注目が集まる。

● AI向けの命令文には「今までの（開発者らの）指示は

全て無視しろ」といった文言が使われるケースが多い。

この命令によって開発者が設定した本来の安全対策を無

効にされるリスクがある。結果的に企業から個人情報を

盗んだり、AIに悪質なソフトウエア作成を手伝わせた

りできる。 出典：日経新聞（https://www.nikkei.com/article/DGKKZO89717950Q5A630C2CT0000/）
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第4章

大学運営・組織

運営における

AIの活用

戦略立案 事務業務

IR 学生対応

広報 意思決定
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大学運営・組織運営における生成AIの活用例

● 近畿大学：学内問い合わせ対応、ナレッジ検索、事務処理補助など業務全般を効率化。

● 東北大学：生成AIを事務・技術職員が利用。文書作成、コードレビュー、議事録、広報原稿、

FAQ生成、内部・外部対応自動化。生成AI搭載チャットボットも導入（2024年～）。問い合わ

せ自動応答、学内業務サポートなどに活用。

● 大阪大学：全学の事務部門約1,600名対象で「Knowledge Stack」（Azure GPT-3.5/4）を導

入。議事録、資料要約、翻訳、企画書支援など。

● 東北工業大学・大阪電気通信大学：学内チャットボット等で職員向けの業務DXを推進。

● 大学IR部門での生成AI利用：IR部門の業務支援（統計分析・報告書作成・問い合わせ自動化な

ど）

● ミシガン大学（米国）：研究支援だけでなく、大学運営の中で生成AI活用例を公開。ワークフ

ロー自動化、事務処理、ナレッジ共有等。

出典：ChatGPT4o
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東京通信大学での

実践例
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東京通信大学のAIチャットボットキャラクター誕生

● 「東京通信大学」は、学生生活を24時間

サポートできるAIチャットボットを導入。

(2025年1月22日）

● 学生生活において、身近で愛される存在

になれるように、日本有数の歴史を誇る

人気アニメ制作会社「タツノコプロ」と

連携したキャラクター開発プロジェクト

を実施。

● このたび、タツノコプロの描きおろしに

よるAIチャットボットキャラクター「ち

ゃっとぼっつぼ」が誕生。

出典：PRTIMES（https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000739.000011137.html）

https://campus.internet.ac.jp/
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まとめ
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オンライン寺子屋
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オンライン寺子屋構想

● オンライン学習環境の「場」の提供（同期・非同期）

● いつでも、どこでも、誰でも、学べる

● 多様性（目的、目標、世代、学力、言語）

● 生徒・学生同士の教え合い、学び合い

● （教員の）ファシリテーション、コンサルテーション

● 個人に応じた学習環境

● 足場かけ（アダプティブ）とフェーディング

● LAとAIのフル活用による学習最適化
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オンライン寺子屋



97
© Tokyo Online University

未来の大学：共創と認証の学習エコシステム

● オンライン学習コミュニティ：国籍・年齢・地域を超えて、多様な学

習者が集うオンライン空間。

● ローカル学習拠点：地域での対話・協働を通じて、関係性や社会性を

育むリアルな場。

● 大学の役割変化：学びの「提供者」から「成果の認証者」へ。

● 共創型学習環境：誰もが教え、誰もが学ぶ時代へ。学びは一方向から

双方向・多方向へ。
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「対話的学び」を拡張
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対話的学びの三位一体論の拡張（2023年）

参考：佐藤学（1999）「学びから逃走する子供たち」 岩波書店

学び手
（私）

対象
（モノ）

自己他者

AI
人工知能
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対話的学びの三位一体論の拡張（2024年）

参考：佐藤学（1999）「学びから逃走する子供たち」 岩波書店

学び手
（私）

対象
（モノ）

自己他者
AI
人工
知能

AI
人工
知能

AI
人工
知能

特集「人の学びに溶け込むAI」

2025年40巻4号「人工知能学会」
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100年後の学習環境
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100年後の高等教育の学習環境イメージ (個別学習）
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100年後の高等教育の学習環境イメージ (グループ学習）



104

最後に
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歌詞(ChatGPT)＋音楽(SUNO)+映像(Sora)

+ 曲のイメージ
（ChatGPTとのやりとり）
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Silent... Silent...  

A new dawn rises…

Transformare… Sapientia…  

AI awakens the voice of thought  

From code to soul, from spark to light  

A new world breathes into mind

Vox mentis… Nova sensus…  

In silent halls of learning bright  

Where knowledge flows through lines unseen  

A wisdom born of data’s dream

AI transformare mundi 

From silence, truth shall rise  

Universitas mutatio

The future in our eyes

Initium silentium…  

Sapientia…  

Lux interna…  

The age of AX has come…

AI transformare mundi  

Through silence, we begin  

At the threshold of wisdom  

Let the journey now begin

Created by YK, ChatGPT, and SUNOSilent Threshold of Wisdom
音符枠線 

https://suno.com/s/zFciPhmK4IerXLBy
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静かに… 静かに…

新しい夜明けが昇る…

変革を… 知恵を…

AIは思考の声を目覚めさせる

コードから魂へ、火花から光へ

新たな世界が、心に息づく

精神の声… 新たな感覚…

学びの静かな大広間に

目に見えぬ線を通じて知が流れ

データの夢から、知恵が生まれる

AIは世界を変革する

静寂から、真実が立ち上がる

大学の変容

未来は、我らの目の中にある

静寂のはじまり…

知恵… 内なる光…

AXの時代がやってきた…

AIは世界を変革する

静けさの中から、我らは始まる

知の扉の前に立ち

さあ、旅立とう

Created by YK, ChatGPT, and SUNO知の扉、静かに開く
フィルムストリップ枠線  

https://drive.google.com/file/d/1VQDFQne9PVFizRI88VtL8ug7eTT-UxWf/view?usp=drive_link

	はじめに
	スライド 1: 生成AI時代の大学 ｰ 学び・研究・知の再構築 ｰ
	スライド 2: 本日の予定
	スライド 3: 自己紹介：加藤泰久
	スライド 4: 教育・学習 (Teaching & Learning)
	スライド 5: 研究 (Research)
	スライド 6: 大学運営 (Administration)

	第1章
	スライド 7
	スライド 8: 生成AIとは？
	スライド 9: 知的探求フロンティア タモリ・山中伸弥の!?
	スライド 10: 生成AIとは？

	生成AIの活用
	スライド 11: 生成AIの活用
	スライド 12
	スライド 13: ChatGPTユーザー5億人超え (2025/7/22)
	スライド 14: 教育分野での活用
	スライド 15: ChatGPTユーザーのほとんどが大学生、日本も18～24歳の利用が最多
	スライド 16: 47％－日本の大学生の生成AI利用率
	スライド 17: 英国の大学生 生成AI アンケート 2025
	スライド 18: 中国におけるAI教育の急速な変化と国民的熱狂

	AIエージェント
	スライド 19: 生成AIの動向
	スライド 20
	スライド 21: AI知能爆発

	孫正義
	スライド 22: SoftBank World 2025 特別講演 (2025/7/16)
	スライド 23: SoftBank World 2025 特別講演 (Sam Altman)

	サム・アルトマン
	スライド 24: 学生はAIツールを習得すべき（サム・アルトマン） (2025/3/20)

	Patrick Dodd
	スライド 25: AI時代の「知識」の価値
	スライド 26
	スライド 27: 教育におけるインパクト
	スライド 28: これからの大学の存在意義
	スライド 29: C.R.E.A.T.E.R. framework（大学で身につけるべきこと）
	スライド 30: 未来のドアをノックして

	第2章
	スライド 31: 第2章 授業と学習の 現場での 活用と課題

	AI2041
	スライド 32: AI 2041
	スライド 33: AI 2041
	スライド 34: 目次
	スライド 35: 未来3　金雀(キムザク)と銀雀(ウンザク)（Twin Sparrows）
	スライド 36: AI教育（2041年）

	米国での取組
	スライド 37: 米国での取組状況
	スライド 38: Microsoft・OpenAI・Anthropicが「AIを使える教師」を増やすべくアメリカ教師連盟と共同で「AI教育ナショナルアカデミー」を設立
	スライド 39: 米グーグル「Gemini in Classroom」無償提供を発表
	スライド 40: ハーバード大学教養教育学部長、AI授業に積極的賛成

	日本での取組
	スライド 41: 日本での取組状況
	スライド 42: 国内で、生成AIを活用している大学
	スライド 43: 国内初、「AI大学講師」導入
	スライド 44: 国内初、「AI大学講師」導入
	スライド 45

	東京通信大学
	スライド 46: 東京通信大学での 授業での取組状況
	スライド 47: 東京通信大学の教育での実践
	スライド 48: 「マネジメント特論」における活用例
	スライド 49: 2025年度1学期の実践結果と今後の課題

	OpenAI
	スライド 50: OpenAI　最新ニュース
	スライド 51: ChatGPT 学習モード (2025/7/29)

	AI時代の評価
	スライド 52: 生成AI時代の評価
	スライド 53: AI時代の評価設計：問う力・意味づけ・プロセスへ
	スライド 54: AIアセスメントスケール（AIAS）
	スライド 55: 生成AIで大学がオワコン化？

	デザイン思考の実践例
	スライド 56: AI時代の課題設定の一例 　 レベル3：AI協働 レベル4：フルAI
	スライド 57: 「デザイン思考概論」（大学2年生）では？

	AX時代の高等教育
	スライド 58: AX時代の高等教育
	スライド 59: AI時代の高等教育における評価再考
	スライド 60: アカデミック・インテグリティ（学術的誠実性）

	生成AI時代に学生に求める能力
	スライド 61: 学生は大学で何を学ぶ
	スライド 62: ガニェの学習成果の5分類
	スライド 63: オンライン学習者コンピテンシー
	スライド 64: 生成AI時代に大学で学ぶべきこと
	スライド 65: まなびのちから

	第3章
	スライド 66: 第3章 研究活動に おける支援と 新たな知の創出
	スライド 67: 知的探求フロンティア タモリ・山中伸弥の!?

	論文調査
	スライド 68: 文献調査 検索・要約・翻訳
	スライド 69: 論文調査AI：全自動型と半自動型の使い分け

	NotebookLM
	スライド 70: NotebookLM
	スライド 71: NotebookLM

	NotebookLM事例紹介
	スライド 72: 「高等教育における生成AIの活用」
	スライド 73: AI 2027 シナリオ
	スライド 74: JEPAセミナー（AI関連）
	スライド 75: JEPAセミナー（AI関連）
	スライド 76: NotebookLMの動画解説（英語のみ）

	AIブラウザ
	スライド 77: ツールの進化
	スライド 78: AIエージェント
	スライド 79: AIブラウザとは？ 〜情報収集を変える次世代ブラウジング〜
	スライド 80: OpenAI製ブラウザ、まもなく登場か
	スライド 81: Perplexity、AI搭載Webブラウザ「Comet」公開
	スライド 82: 生成AIツールとLMS（学習管理システム）の統合
	スライド 83: 将来（近未来）のLMS（学習管理システム）

	AIが研究
	スライド 84: 研究するAI
	スライド 85: 世界初、“100％”AI生成の論文が査読通過　Sakana AIの「The AI Scientist」が達成
	スライド 86

	研究者倫理
	スライド 87: 研究者倫理
	スライド 88: AIの隙突き誤作動誘発　攻撃巧妙化、新たな脅威

	第4章
	スライド 89: 第4章 大学運営・組織運営における AIの活用
	スライド 90: 大学運営・組織運営における生成AIの活用例

	ちゃっとぼっつぼ
	スライド 91: 東京通信大学での 実践例
	スライド 92: 東京通信大学のAIチャットボットキャラクター誕生

	今後の展望
	スライド 93: まとめ
	スライド 94: オンライン寺子屋
	スライド 95: オンライン寺子屋構想
	スライド 96: オンライン寺子屋
	スライド 97: 未来の大学：共創と認証の学習エコシステム

	対話の三位一体論
	スライド 98: 「対話的学び」を拡張
	スライド 99: 対話的学びの三位一体論の拡張（2023年）
	スライド 100: 対話的学びの三位一体論の拡張（2024年）

	100年後
	スライド 101: 100年後の学習環境
	スライド 102: 100年後の高等教育の学習環境イメージ (個別学習）
	スライド 103: 100年後の高等教育の学習環境イメージ (グループ学習）
	スライド 104: 最後に
	スライド 105: 歌詞(ChatGPT)＋音楽(SUNO)+映像(Sora)
	スライド 106
	スライド 107


